
小・中学校で実施されている
いじめに関するアンケート調査

教育長

町長

町
長

大
震
災
か
ら
１
年
半
、

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

24
年
度
中
に

　
災
害
時
応
援
協
定
の

　
　
　
　
目
途
を
付
け
た
い

近
藤 

　
浩
　
議
員
（
改
革
み
ず
ほ
の
会
）

実態の把握に努めている

町の教育行政は開かれているか

森　　亘　議員（自民新政会）

一般質問　町政を問う

設
計
変
更
し
た
が
、
そ
の
後
の

　
　
　
　
処
理
も
適
正
と
考
え
る

町
長

今後も最大限、財源調達に努める

町民が求める優先度の高い事業と
　　　町が推進する事業について問う

原　　成兆　議員（自民新政会）

石
畑
財
産
区

　
　
　
大
六
天
墓
地
擁
壁
工
事
に
つ
い
て

尾
作
　
武
夫
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問
　
擁
壁
の
設
計
委
託

及
び
工
事
施
工
に
関
す
る

都
へ
の
事
前
調
査
、
造
成

地
の
測
量
・
排
水
・
地

質
・
地
耐
力
等
地
盤
調
査

並
び
に
現
場
の
状
況
に
適

合
し
た
設
計
、
又
、
将
来

に
お
け
る
維
持
管
理
の
難

易
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今

回
の
行
政
事
務
の
執
行
は
、

法
令
に
違
反
し
て
は
な
ら

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
無
認

識
で
着
手
、
高
さ
8
ｍ
か

ら
土
砂
が
崩
落
し
、

中
止
、
変
更
の
事

態
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
事
務
執

行
・
責
任
を
負
う

執
行
機
関
の
組
織

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長　

当
初
設
計

は
、
擁
壁
を
設
置

す
る
も
の
で
は
な

く
、
の
り
面
を
植
栽
ブ
ロ

ッ
ク
で
覆
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
工
事
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
、
現
況
斜
面
の
一

部
分
に
崩
落
が
起
き
た
た

め
、
工
事
を
中
断
し
た
。

再
検
討
し
た
後
、
鋼
材
打

ち
込
み
に
よ
る
補
強
と
、

の
り
面
に
モ
ル
タ
ル
吹
付

工
法
を
実
施
し
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
許
可
申
請

や
届
出
も
不
要
と
の
確
認

を
し
た
。
今
回
の
工
事
は
、

現
況
の
土
地
の
形
質
が
想

定
以
上
に
も
ろ
か
っ
た
こ

と
が
原
因
で
設
計
変
更
し

た
が
、
そ
の
後
の
処
理
に

つ
い
て
も
適
正
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

質
問
　
昨
年
3
月
の
大
震

災
は
、
津
波
や
原
発
事
故

も
誘
発
し
、
未
曾
有
の
大

被
害
と
な
っ
た
。
町
と
し

て
も
こ
の
間
、
様
々
な
施

策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
の
更
な
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

問
①
　
自
治
体
間
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
。

町
長　

自
治
体
ど
う
し
が
、

即
時
に
対
応
で
き
る
交
通

網
の
状
況
な
ど
も
検
討
し

た
上
で
、
24
年
度
中
に
協

定
締
結
の
目
途
を
付
け
た

い
。

問
②
　
原
発
被
害
に
苦
し

む
福
島
の
人
々
に
、
更
な

る
支
援
を
。

町
長　

復
興
は
、
福
島

県
に
限
ら
ず
、
が
れ
き

処
理
な
ど
西
多
摩
衛
生

組
合
と
し
て
の
支
援
も

必
要
な
段
階
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
被
災

地
へ
の
支
援
を
続
け
て

い
く
。

問
③
　
太
陽
光
発
電
の

公
共
施
設
、
遊
休
地
等

へ
の
設
置
推
進
を
検
討
す

べ
き
。

町
長　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
公
共
施
設
へ
の
活
用
は
、

施
設
の
建
設
や
改
修
に
併

せ
て
進
め
て
お
り
、
今
後

も
推
進
す
る
。
遊
休
地
へ

の
設
置
は
、
雇
用
創
出
な

ど
の
効
果
が
な
い
限
り
、

難
し
い
。

質
問
　
町
長
は
、
町
の
財

政
は
非
常
に
厳
し
い
が
長

期
的
な
社
会
投
資
や
福
祉

の
後
退
が
な
い
よ
う
、
健

全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
事

業
を
進
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
財
政

状
況
と
今
後
の
予
測
、
ま

た
、
区
画
整
理
、
道
路
整

備
、
下
水
道
整
備
等
、
長

期
間
に
渡
り
、
か
つ
、
多

額
の
税
金
を
必
要
と
す
る

事
業
を
抱
え
て
い
る
中
、

30
億
円
も
の
税
金
を
要
す

る
「
水
・
緑
と
観

光
を
繋
ぐ
回
廊
計

画
」
は
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長　

経
常
収
支

比
率
は
、
90
・
1

％
で
あ
り
、
徐
々

に
上
昇
す
る
予
測

で
あ
る
。
町
は
、

区
画
整
理
事
業
、

道
路
、
下
水
道
な

ど
の
都
市
基
盤
整

備
が
必
要
な
時
期

に
あ
る
。
同
時
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
地
域
資

源
の
活
用
を
促
す
回
廊
計

画
を
推
進
す
る
た
め
、
で

き
る
限
り
一
般
財
源
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

財
政
面
で
の
配
慮
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
計
画
は
、

議
会
や
町
民
、
各
種
団
体

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
修

正
し
、
全
体
像
を
と
ら
え

や
す
い
工
夫
と
説
明
を
心

掛
け
る
。

　

今
後
も
最
大
限
、
財
源

調
達
に
努
め
る
。

質
問
　
大
津
市
で
端
を
発

し
た
一
連
の
い
じ
め
問
題

は
、
市
教
育
行
政
の
「
問

題
解
決
能
力
の
欠
如
」

「
閉
鎖
的
で
事
な
か
れ
主

義
」
を
詳
ら
か
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
は
た
し
て
、

わ
が
町
の
教
育
行
政
の
現

状
は
ど
う
な
の
か
、
次
の

3
点
を
教
育
長
に
伺
う
。

問
①
　
い
じ
め
の
有
無
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
解
決
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

教
職
員
が
日
常

の
児
童
・
生
徒
の
様
子
を

観
察
す
る
と
共
に
年
3
回

全
児
童
・
生
徒
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
実
態
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。　

問
②
　
い
じ
め
対
策
と
し

て
第
三
者
機
関
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

専
任

相
談
員
を
週
2

日
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
週
1
日
学
校

に
派
遣
し
、
早

期
発
見
と
対
応

に
当
た
っ
て
い

る
。
専
用
の
第

三
者
機
関
を
設

置
す
る
考
え
は

な
い
。

問
③
　
開
か
れ

た
教
育
行
政
の
実
現
の
た

め
に
、
町
で
生
ま
れ
育
っ

た
教
員
を
町
独
自
で
採
用

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

予
算
や
人
材
確

保
の
面
で
も
難
し
い
。
今

後
も
、
都
に
町
の
実
情
を

伝
え
、
課
題
解
決
に
力
を

発
揮
で
き
る
教
員
の
配
置

を
要
望
し
て
い
く
。

町
長　

専
門
的
知
識

が
必
要
な
場
合
も
多

く
、
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

総
合
的
に
受
け
付
け
る

窓
口
の
設
置
な
ど
を
提

言
す
る
が

町
長　

重
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

観
光
政
策
と
し
て
、

地
域
資
源
を
掘
り
起

こ
す
べ
き
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大六天墓地擁壁工事の様子

殿ヶ谷土地区画整理事業に伴う道路新設工事

津波の被害を受けた福島県いわき市の道の駅

つ
ま
び


